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風景デザインに関する取り組み 

現在、社団法人建設コンサルタンツ協会九州支部では、積極的に風景立国九州における風景づくりに取

り組んでいます。取り組みの中から「風景デザイン研究会」の支援に関するご紹介します。 
 
風景デザイン研究会への活動支援 

風景デザイン専門の学識者の先生方を中心に、2006 年 7 月に「風景デザイン研究会」を立ち上げに全
面的に協力しました。現在も、研究会の運営や技術者育成に力を注いでいます。 

風景デザイン研究会の設立趣旨                                       
豊かな自然と人の情けに溢れる故郷を再び取り戻すためには、まずその器である公共空間を守り、育てるこ

とが大切です。人々が暮らす場所こそが、心地よく整えられておく必要があります。さらに、景観法の施行

により、「美しい地域」を創ることが住民の目標となりました。しかし現実は、縦割りの事業計画による全

体性の欠如、調査から施工まで引き継がれるべき設計意図の一貫性の喪失、官民の担当者のめまぐるしい異

動による長期事業における責任の所在の不明確さ等々、問題は山積しています。これらの諸問題を解決する

ためには、風景に関わるすべての人が、自ら汗をかくと同時に、互いの垣根を取り払いともに働く必要があ

ります。しかもそのような活動は、子供たち、孫たちの時代に実を結ぶような息の長いものになるはずです。

まずは、志を同じくする人々が集い意見や情報を交換する場が必要であると考えました。また、そのような

場をもとに、実際の仕事が動いていくような組織を作ることも重要です。さらに、このような活動を各地域

で担っていく人材の育成も急を要する問題です。上記の問題意識に基づき、「風景デザイン研究会」の発足

を決意した次第です。 

                                        ２００６年７月 

                           風景デザイン研究会   会 長 小林一郎 

                                       副会長 島谷幸宏 

４つの活動方針 

１）社会啓発活動 

 展示会・シンポジウム等を通じて、九州における風景の重要性や、風景を創る仕
事はどのようなものかを社会に効果的にアピールする。 

２）研究・調査・実践活動 

 様々な研究・調査・実践を通じて、風景の維持・育成・復元に必要な知識・ノウハ
ウの蓄積を進めるとともに、風景を創る仕事とはいかにあるべきかを形で提示する。 

３）人材育成活動 

 研修会・勉強会を開催し、風景に関連した様々な分野の人材を育成する。（仕事の担
い手としての専門家の育成、仕事の創出者・管理者としての行政マンの育成、仕事の主
体者・監督者としての市民の育成、将来を担う人材としての学生の教育） 

４）専門家と行政・ＮＰＯ・市民を繋ぐネットワークの構築 

 風景の維持・育成・復元を効果的に進めるために、関係する様々な立場の人々・組織
の間でネットワークを構築する。上記３項目を通じてネットワークを構築する 
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風景デザイン研究会の主な事業の紹介 

シンポジウム開催や景観関連の国際会議への支援、学生や社会人の風景デザイン教育支援にあわせて、

会員の募集や、HP の立ち上げ等による研究会の認知・広報活動を行ってきました。 

□2007/06/22-24 第 2 回･風景デザインワークショップ 

 九州大学西新プラザにて開催されました。初日の 22 日には、景観工学のパイオニアである東京工業大学名

誉教授の中村良夫先生に「風景はデザインできるか？」という題目でご講演をいただき、その後のパネルデ

ィスカッションにも参加いただきました。２日目には、九州各地で取り組まれている先進的な事例について

「デザイン」「協働、市民参加」「景観形成の仕組み」の３つのテーマで、関係者からのご報告をいただき、

会場全体でディスカッションを行いました。また３日間通して、模型やパネルによる展示会も行いました。 



JCCA 九州支部技術部会 環境・都市等技術委員会 

 
■第２回･風景デザインワークショップ 

［シンポジウム｜事例発表会｜展示会］～九州の風景を動かす～ 
 
●シンポジウム【１日目】 
日時｜平成 19年 6月 22日（金）14:00-16:30 
場所｜九州大学西新プラザ２階大会議室 

14:05-15:05 基調講演「風景はデザインできるか？」 
－古河総合公園の知的冒険－ 
  講演者：中村良夫[東京工業大学名誉教授] 
15:20-16:10 パネルディスカッション 
  パネラー：中村良夫[前掲] 
       小林一郎[熊本大学/本会会長] 
  コーディネータ：仲間浩一[九州工業大学] 
16:10-16:25 質問タイム 
 

●事例発表会【２日目】 
日時｜平成 19年 6月 23日（土）10:00-17:00 
場所｜九州大学西新プラザ２階大会議室 

 10:00-11:30 a．デザインの試行錯誤を考える  
  発表事例：五ヶ瀬川激特事業，遠賀川直方地区 
  パネラー：下岡敏樹[国土交通省延岡河川国道事務所延岡出張所技術係長] 
       内山雅仁[株式会社内山建設代表取締役]，樋口明彦[九州大学] 
  コーディネータ：島谷幸宏[九州大学/本会副会長] 
13:00-14:30 b．協働のデザインを考える  
  発表事例：白川緑の区間，福教大附属福岡小学校内広場 
  パネラー：星野裕司[熊本大学]，柴田久[福岡大学] 
  コーディネータ：田中尚人[熊本大学] 
14:45-16:15 c．景観形成の仕組みづくりを考える 
  発表事例：九州地方整備局景観形成管理システム， 

矢部川流域景観テーマ協定 
  パネラー：包清博之[九州大学] 

川口芳人[九州地方整備局企画部建設専門官] 
       吉田信博[福岡県建築都市部都市計画課長] 
  コーディネータ：小林一郎[前掲] 
 

●展示会 
日時｜平成 19年 6月 22日（金）～24日（日） 
場所｜九州大学西新プラザ１階展示コーナー 
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□2006/09/11-18 九州デザインシャレット 2006 
 
 九州デザインシャレットとは、KL2（Kyushu Landscape 
League/主に九州で景観デザインを学ぶ学生、OB・OG の
ネットワーク）と風景デザイン研究会の主催による合宿型

設計演習です。土木、建築、ランドスケープ、インダスト

リアルデザイン、環境等に関わる者を対象として、専門家

の指導のもと、実際のまちづくり課題に短期間集中して取

り組むものです。昨年に続き 2回目を迎える本年度は、熊
本県宇城市三角町を舞台に 9月 11日から 18日の全 8日間
の日程で開催されました。 

 

 

■社会人景観トレーニング 

『風景デザイン研究会［風景デザイン研修カリキュラム（河川編）］』 

～風景デザインをマネジメントする力を身につける!!～ 

主催：(社)建設コンサルタンツ協会九州支部／風景デザイン研究会 

風景デザイン研究会の会員の方を対象として、2泊 3日の合宿スタイ

ルでの「風景デザイン研修カリキュラム（河川編）」を企画いたし

ました。今回の風景デザイン研修は、風景づくりに関わる中堅技術

者の方を対象として、第一線でご活躍されている講師陣によるカリ

キュラムを受講していただき、景観マネジメント力の向上を目指す

ものです。 

【開催内容】 

日 時｜平成 19 年 5月 17 日（木）～5

月 19 日（土） ※2泊 3日 

場 所｜福岡県直方市内（遠賀川河川整

備現場）および九州大学伊都キャンパス 

対 象｜中堅技術者レベル 
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風景デザインに関するコンサルタントからの３つの問題提起 
平成 18 年度の「風景デザイン研究会 シンポジウム」にパネラーとして参加し、建設コンサルタント
の立場から次の話題提供をしました。 
 
１．風景デザインの教育の場・実践の場の確立 

z 小中学校はもとより、高校等でも、デザインの教育というものはなされていない。ビオトープ等の
自然界の生物への現場教育は、総合学習等の一環で始まってはいるが、風景や街並み等の視点で
の教育はなされていない。 

z 建設系学科でデザインを学んだ学生の就職の場がない。 
z デザインという職域が成立しておらず、土木デザインの仕事で実績を積んでも単発的な要請で仕事

を受けるような状況である。 
z 土木系の技術者は、デザイン関連の基礎をしっかり学んだ経験がない技術者がほとんどである。コ

ンサルタント自身も、デザイン等についてしっかり学ぶべき。 
z 企業（コンサルタント）も技術者も、デザインが重要との認識はあるが、デザインで人材育成して

も飯が食えるのかという不安があり、しっかりした取り組みになっていない。 
問題提起 
デザインという技術で飯が食えるよう「デザインに関する職域」を確
立しなければ、風景デザインのしっかりした技術者は育ってこない。
しっかりした風景デザイン技術者が育たなければ、いい風景は生まれ
てこないし、いい風景を残せない。 

 
 
 
２．「風景デザイン」の重要性の認識 

z 個別の景観デザインを包括する、上位計画としての「風景に関するビジョン」のようなものがなけ
れば、まとまりのある、よい風景は生まれてこないのではないか。 

z 「風景デザイン」の必要性、重要性を認識することが大切である。 
z 「風景デザイン」とは、単なる視覚的なデザインでなく、〈風〉〈せせらぎの音〉〈木の香り〉等の

五感に働きかけるものである。 
z 良い風景とはどんなものか、意識して考えた事がないのが実態ではないか？いい風景というものを

理解するためにも、「九州の風景」のような写真集や、いい風景の場所の紹介を行う情報提供が
必要でないか。また、そのような風景に接する機会を積極的に持つべきでないか。 

z 公共事業が再編される中で、江戸時代には確かにあった日本人本来のデザイン観、地域性を取り戻
す、時代の要請・転換期さらには需要があること。 

問題提起 
「九州の風景」、「心に残る風景」等、「風景」というものを、広く市民が認識し、
理解するような仕掛けが必要ではないか。その上で、人々が望む風景のあり方
のマスタープランのようなものを策定することが必要ではなかろうか。 

 
 
 
３．「いい風景デザイン」の判定基準づくり 

z 心象的なものも絡むであろう「いい風景デザイン」に対する判断基準はどうするのか？ 
z 絵画のような目利きが見極めるようなものなのか、客観的な評価尺度のようなものがつくれるの

か？ また、誰が、そのような判定をすべきなのか。 
問題提起 
きちんとした「風景デザイン技術者」であることを認定するような仕組
みはできないものか（資格の制度づくり（風景デザイナー1 級等）、実
績（GOOD 風景デザイン賞受賞技術者等）等・） 
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「風景デザイン研究会」正会員および協賛会員のご案内とおねがい 

 

いわゆる「景観法」が制定されたことを契機に、まちづくりや公共施設等の整備に当っては、地

域の風土や風景との調和を図り、もって良好な景観形成の促進、美しく風格のある国土の形成を図る

ことが強く求められるようになってきました。 

それによく応えるには、私たち建設コンサルタントのデザインに関する常日頃の研鑚はもとより、

景観・風景専門の学識者や関係行政担当者、私たち産官学一体となった取り組みが必要です。 

このような取り組みの必要性を受け、学識者の方々と JCCA 準備会メンバーにより、平成 18

年度7月に「風景デザイン研究会」を設立しました。 

設立総会、シンポジウム等をかわきりに、風景デザイン等に関する情報や技術の発信拠点として、

また、各地で抱える景観デザインの相談受け皿として、技術力をフルに活かした地域貢献のための組

織として、活発で、かつレベルの高い技術を提供していくことを目標に、学識経験者の方々を主体に、

産学官一体となって取りくんでいます。 

研究会の活動内容は、主に次の5つのテーマを持って取り組でいます。 

z 風景デザイン技術に関する人材育成 
z 風景デザイン技術に関する社会啓発活動 
z 風景デザイン技術に関する調査・研究活動 
z 風景デザインにおける専門家と行政・NPO・市民とのネットワーク構築 
z 公共事業等における風景デザイン技術の実践活動、風景デザイン技術者情報の整備・開示 

 

今回、研究会活動の目的・趣旨にご賛同いただき、ご支援いただきたく、協賛会員としての登録を

お願いするものです。なお、協賛会員には、研究会活動の報告、シンポジウム等のイベントの際の協

賛会員名の表示および開催のご案内等を行うことを予定しています。 

 

募集対象：正会員【個人】、協賛会員【企業】 

平成 19年度 会員登録受け付け締め切り：随時 

 

入会希望の企業は、JCCA九州支部事務局まで、ご連絡ください。参加申込書をお送りします。 

 

TEL:０９２－４３４－４３４０    FAX：０９２－４３４－４３４２ 

 

（参考）風景デザイン研究会 学識者メンバー 

会 長 小林一郎（熊本大学大学院工学部自然科学研究科教授） 

副会長 島谷幸宏（九州大学大学院工学研究院環境都市部門教授） 

    樋口明彦（九州大学大学院大学院工学研究院建設デザイン部門准教授） 

    仲間浩一（九州工業大学工学部建設社会工学科准教授） 

    柴田久（福岡大学工学部社会デザイン工学科准教授） 

    田中尚人（熊本大学大学院工学部自然科学研究科准教授） 

    星野祐司（熊本大学工学部環境システム工学科准教授） 

高尾忠志（九州大学大学院工学研究院環境都市部門学術研究員） 

石橋知也（福岡大学工学部社会デザイン工学科助手） 

 

風景デザイン研究会内規【案：一部抜粋】 

（１） 本会の会費については、 次の通りとする。 

               1. 正会員    年額  5,000 円  

               2. 学生会員   年額  １,000円  

        ３. 協賛会員  年額 50,000 円 
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風景デザイン研究会の先生方のご紹介 
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風景デザイン研究会の組織と連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社団法人 建設コンサルタンツ協会九州支部 技術部会 環境・都市等技術委員会メンバー 

平成 19年 8月現在 

 
氏名 会社名 部会 委員会 役職

矢ヶ部輝明 ㈱建設技術研究所　九州支社 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員長

波木　健一 ㈱福山ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 技術部会 環境・都市等技術委員会 副委員長

今林　顕二 ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱九州支社 技術部会 環境・都市等技術委員会 副委員長

平井　一男 ㈱協和ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ九州支社 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

前田　　武 第一復建㈱ 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

森脇　　亨 復建ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱福岡支社 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

江中　正宏 ㈱長大　福岡支社 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

濵田　康男 ㈱ｴｽｹｲｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

川窪　一郎 西日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱ 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

堀川　和人 ㈱ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

松尾　敏彦 国際航業㈱ 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員

山本慎太郎 西日本技術開発 技術部会 環境・都市等技術委員会 委員  


